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する立場ともなれば、こうした学識も必要とされたのであろう」と指摘する。
 
27 
内藤英子「后の宮の造型―『うつほ物語』から『源氏物語』へ―」
『古代文学研究
 第二次』十七、二〇〇八、十
 
28 
後藤祥子「 壺の出家―「賢木」から「澪標」へ」『源氏物語の
史的空間』東京大 出版会、一九八六
 
29 
玉上琢彌『源氏物語評釈二』「賢木」五五八頁
 
30 
注
26野口論文は、「藤壺自身の身の上の不安を戚夫人にひきく
らべ考えることがあるが、それは心中の思いであり、これは口にのぼせての発言である。 やはり弘徽殿のかどかどしさは目立たざるをえないのである」と弘徽殿大后と藤壺中宮との差異を指摘する。漢詩文誦すことに関しては、佐藤有貴「『紫式部日記』における紫式部と漢詩文教養と 関わり―〈誦す〉行為者を手がかりに―」『國學院大學大学院
 文学研究科論集』四十一、二〇一四、三
 
31 
新編日本古典文学全集『源氏物語』「少女」三―二二頁、頭注一
二
 32 
清水好子「人物像の変形」『源氏物語の文体と方法』東京大学出
版会、一九八〇
 
33 
注
27内藤論文は、本論冒頭の「紅葉賀」巻の場面をもって「『源
氏物語』では 意識的に漢籍の教養すなわち中国 知識が かないかを后であることの要件としている」と指摘する。
 
34 
堀淳一「青海波選曲の理由―紅葉賀での上演に至るまで―」 『中
古文学』創立三十周年記念臨時増刊号、一九九七、三は、「青海波の
上演は曲柄の華麗さといった曖昧な理由によるのではなく、器楽、舞の型、視覚、聴覚各々に色濃く含まれるアレゴリー的要素、ことに男女の恋の寓意に注目しての選択」と指摘す 。
 
35 
岡部明日香「秋好中宮と勤子内親王・雅子内親王の史実―絵画と
斎宮―」『中古文学』九十、二〇一二、十一は、「秋好が絵画に優れていたということは、桐壺院の后妃だった藤壺宮、弘徽殿大后が、漢才に長じていたこと 同類になる。 桐壺朝 正統な継承を標榜する冷泉朝では、后妃にもまた漢風 才芸を兼ね備えるこ が求められた」ことを指摘、桐壺帝の后妃 籍教養との関係を示唆する。
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する。
 
17 
玉上琢彌『源氏物語評釈一』「帚木」二四八頁は、「「上臈の中
にも多かることぞかし」とわざわざことわったのは、あああの人かと思わすモデルがあったのであろう。そのモデルは、道長の兄、関白道隆の北の方、高内侍であろうか する。
 
18 
 
 
 
晩秋述懐。一首。
 
 
姫大伴氏
 
 
 
 
50節候蕭條歳将闌。閨門静閑秋日寒。
 
 
 
 
 
曇天遠雁聲宜聽。檐樹晩蟬引欲殫。
 
 
 
 
 
菊潭帯露餘花冷。荷浦含霜舊盞残。
 
 
 
 
 
寂寂獨傷四運促。粉粉落葉不勝看。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（日本古典文学大系 『文華秀麗集ほか』 二三七頁）
 
19 
皆君達も、あさましう「ざいなむあるわたりに、こよなくもあるかな」と思ひて、この人を思ひて、「いみじ」と君は見たまふ。
 
（新編日本古典文学全集『堤中納言物語ほか』「虫めづる姫君」四一
 
六頁）
 
傍線部に対し、頭注一〇は、「姫君の父を学才ある人として設定し、帚木巻の「雨夜の品定め」に見える学者 娘 念頭に置いた筆法」と指摘する。
 
20 
雪のいと高う降りたるを、例ならず御格子まゐりて、炭櫃に火おこして、物語などしてあつまりさぶらふに、「少納言よ。香炉峰の雪いかならむ」と仰せらるれば、御格子上げさせ 御簾を高く上げたれば、笑はせたまふ。人々も「さる事は知り、
歌などにさへうたへど、思ひこそよらざりつれ。なほこの宮の人にはさべきなめり」と言ふ。
 
（新編日本古典文学全集『枕草子』二八〇段「雪のいと高う降りたるを、例ならず御格子まゐりて」四三三～四頁）
 
21 
山本淳子『『源氏物語』の時代
 一条天皇と后たちのものがたり』
朝日選書、二〇〇七は、「貴子は男の子にはもちろん女の子にも漢文を教え込み、子らはそれに応えた。こうして、キサキ史上まれに見る漢文素養の持ち主 定子が誕生したのだった」と指摘する。
 
22 
高田信敬「楽府進講―紫式部日記註釈―」『源氏物語の探究』第
四輯、風間書房、一九七九 四
 
23 
山本淳子 「 「真名書き散らし」 ということ」 『国語国文』 六三 （五） 、
一九九四、五
 
24 
山本淳子「彰子の学び―『紫式部日記』 「新楽府」進講の意味―」
『国語国文』七六（一）、二〇〇七、一
 
25 
藤壺中宮・弘徽殿大后が漢 の素養を持つ造型であることは、沼
尻利通「物語の 母―『うつほ物語』『源氏物語』を中心に―」國學院大學大学院研究叢書
 
文学研究科十七『平安文学の発想と生成』二
〇〇七、十二、栗本賀世子「朱雀帝后宮考―常寧殿を用いる母后―」『平安朝物語の後宮空間―宇津保物語から源氏 へ―』武蔵野書院、二〇一四、四など。
 
26 
野口元大「后妃」『国文学』十六（七）、一九七一、六は、「女
性と漢学とはおよそ縁がないように考えられた当時ではあるが、 この后の素養は相当のものであるらしい 母后として政治向きにもタッチ
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２
 
藤原克己「光源氏と藤壺」『むらさき』五十一、二〇一四、十二
は、「四月以来、「はかなき一行の御返りのたまさかなりしも絶え果てにたり」という状態が、なおも続いていたのであろう。その沈黙を破っ 、いま藤壺がこの返事をしたためた は、ひとえに、源氏 舞に感動したからであった」と指摘する。
 
３
 
伊井春樹編『内閣文庫本細流抄』桜楓社
 
４
 
伊井春樹編
 源氏物語古注集成一『松永本花鳥余情』桜楓社
 
５
 
國文註釋全書十二『源氏物語評釋全』皇典講究所國學院大學出版
部
 
６
 
神尾暢子「藤壺中宮と御后言葉―語彙意識の史的資料として―」
『王朝物語とその周辺』笠間書院、一九八二は、「藤壺の詠作の「唐人の」とか「袖」とか「振る」とかの 単語や文節が、具体的な「御后言葉」なのではない。それらは、后妃以外の人物も使用している。一般的でない漢籍を典拠 した 唐人の袖振ることは遠けれど」が、一個の語彙論的単位 なる。上句 全体が 漢籍教養を必須とする后妃の使用語彙の一例ということである」と指摘する。
 
７
 
池田亀鑑『源氏物語大成』四、索引篇、中央公論社、一九五三
 
８
 
玉上琢彌『源氏物語評釈』二、「紅葉賀」二五八頁
 
９
 
藤井貞和「源氏物語と中国文学」『解釈と鑑賞別冊
 講座日本文
学
 源氏物語上』至文堂、一九七八
 
10 
島田とよ子「『源氏物語』に於ける「后がね」教育」『大谷女子
大国文』十一、一九八一、三
 
11 
田村隆「卑下の叙法」 『国語と国文学』九十一―十一、二〇一四、
六
 12 
池田亀鑑「女性と教養」『平安朝の生活と文学』角川文庫、一九
六四
 
13 
川口久雄「『本朝麗藻』 『源氏物語』」『本朝麗藻簡注』勉誠
社、一九九
 
14 
木村朗子『女たちの平安宮廷
 『栄花物語』によむ権力と性』講
談社選書メチエ、二〇一五は、「『枕草子』にも『源氏物語』にも漢詩の引用があるのは それが当時の宮廷社会に共有された知識であったためである」ことも指摘する。
 
15 
腹病風病二説のうち、風病のかたよろしかるべし、春記に、長暦四年四月十四日云々、今日始
 
メ服テ
 
ス二韮草
ヲ一、依
 
テナ
二風リ
 病
ニ一也とあり、
さてふびやう、ごくねちのさうやく、ざうじらなど、女のいふべき詞にあらざるを、此女はすべて、せうそこ文にも、かんなといふものかきまぜず といへるたぐひにて つねの物いひも、こは〴〵しく しだちたるさまを、ことさらにかく書る也、此物語すべて、ほうしの詞儒者の詞など おの〳〵
 その心ば
へを書り、心をつくべし、
 
（『源氏物語玉の小櫛』六の巻「帚木巻下」ふびやう
卅のひら
『本居
宣長全集』四、筑摩書房、一九六九）
 
16 
陣野英則「藤式部丞と紫式部＝藤式部―『源氏物語』における作
者の自己言及―」『文学』隔月刊
 十六―一、二〇一五、一は、「む
しろここでの博士の娘の滑稽さ、みじめさは作者の自虐的なネタ、また自身の戯画化とみる方がしっくりとするようにおもわれる」 と指摘
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で確認され光源氏を感動させるのは、 漢籍教養を前提としながらもそれを和歌に折り込んで用いた「后言葉」なのであった。
 
 
 
七月にぞ后ゐたまふめりし。源氏の君、宰相になりたまひぬ。帝おりゐさせたまはむの御心づかひ近うなりて、 この若宮を坊にと思ひきこえ ふに、
㊵
後見したまふべき人おはせず、御母
方、みな親王たち て、源氏 公事知りたまふ筋ならねば、母をだに動き さまにしおきたて つりて、 強りにと思すになむありける。弘徽殿、いとど御心動き 、ことわりなり。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「紅葉賀」一―三四七頁）
 
本来、 一の皇子の母である弘徽殿大后が立后するところ、 傍線部㊵ 「御後見したまふべき人おはせず」と、冷泉東宮の後見として藤壺中宮こそが立后する。「後見」と すなわち 藤壺中 に政治的資質が求められ、それを克服しているこ を意味しよう。藤氏たる弘徽殿大后の后がね教育の賜物である漢籍教養に対し、漢籍教養を「実情に合うように、臨機に応用」でき 「大和魂 いっても い力 有したものとしての藤壺中宮のありかたが光源氏 感懐によって明かされ、 立后の正当性を裏打ちしていくの あ 先の「少女」巻において光源は「みづからは、九重の中に生ひ出 はべりて、世の中のありさまも知り べらず、夜昼御前にさぶらひて、わずかになむ、はかなき書なども習ひ りし」（「少女」三―二一頁）とも述べ いた。『源氏物語』において、妃たちに漢籍教養が描き出されるのは桐壺帝後宮だけである
35が、その背後に、桐壺帝の漢籍教養に対する意識があった
と考えることもできる。
 
 
先帝の皇女であった藤壺中宮がどのようにして漢籍教養を身につ
けたかは明らかにはならない。しかし、光源氏と同じように父帝のそばにあって学んでいったと考えてもよいのではなかろうか。 それは后がねとしての教育ではなく、 皇女として持つべき教養としての漢籍であり、 おのずから帝王学の要素も含み込まれて たと見るべきであろう。
 
 
藤壺中宮の漢籍教養に裏打ちされた和歌のことばは、 「御后言葉の
かねても」と光源氏に評される。そしてこの「后言葉」は、巻を貫き、「紅葉賀」巻巻末で藤壺中宮はたし に立后を果 す。光源氏の言によって、 后には漢籍教養のあることが当然のようにも解される場面だが、そうではない。『源氏物語』の后の漢籍 養と 、うつほ物語の后の宮や弘徽殿大后という系譜、 すなわち漢籍教養 って政治的手腕を発揮するも敗北して く后像がまずある。 か 、 の素養は后たるにふさわしい の あり、后がね教育の賜物である。それに対し藤壺中宮の漢籍教養とは、 帝王学を含む皇女がもつべき質のものなであった。ここに、光源氏の感動が理解できる 「后言葉」 は、政治を読み解き自身 人生を切り拓いていく聡明な しての藤壺中宮を造型する表現な であった。
 
 注
 
 １
 
源氏物語の本文は、新編日本古典文学全集に依り、私に傍線等を
付した箇所がある。
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あはれなる文を作りかはし、 それにつけても世の中にのみめでられたまへば、 后
㊱
の宮聞こしめしていみじうのたまひけり。 （大后）
「朝廷の勘事なる人は、 心にまかせてこの世のあぢはひをだ 知ること難うこそあ れ、おもしろき家居して、 中を譏りもどきて、 か
㊲
の鹿を馬と言ひけむ人のひがめるやうに追従する」 など、
あし ことども聞こえけれ わづらはしとて、絶えて消息聞こえたまふ人なし。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ 「須磨」 二―二〇六～七頁）
 
光源氏が須磨に謹慎中の身でありながら、世を批判する漢詩を読むが、弘徽殿大后は傍線部㊱「后 宮聞こしめして」と、自ら理解する
26。弘
徽殿大后の造型には、先にみたうつほ物語の朱雀院后の宮が指摘され、傍線部㊲に見えるような漢籍教養、呂后との影響関係から政治的正当性をもった人物 読みとられている
27。
 
 
藤壺中宮は「賢木」巻においても、漢籍教養が描き出される。
 
 
 
院の思しのたまはせしさまのなのめならざり を思 出づるにも、よろづのこと、あり にもあらず変りゆく世にこそあめれ、戚㊳
夫人の見けむ目のやうにはあらずとも、 かならず人笑へなるこ
とはありぬべき身にこそあめれ、 など世の疎ましく過ぐ がたう思㊴
さるれば、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「賢木」二―一一四頁）
 
ここには、傍線部㊳のとおり、藤壺中宮が漢籍教養によって人生を拓く姿が見え、後藤祥子の指摘する「作者の趣味や教養をいう前に、藤壺その人の人柄
28」を読み取るべきだろう。玉上琢彌は、「当時の女
性は一般に漢籍を学ぶことはなかったのであるが、 后などの位にある人には漢籍教養の教養もある程度要求されたらしい」とし、藤壺中宮は「女性ながらしっかりした政治的判断や行動もとれ 人物と結論づける
29。つまり、后と漢籍教養という共通点を考えるのであれば、
うつほ物語の后の宮と弘徽殿大后の二人に、 藤壺中宮が加わってもいいはずであるがそうは らない。まず、弘徽殿大后がその素養によって政治の表舞台に立つの 対し、藤壺中宮 場合、あくまで傍線部㊴「思さるれば」と心中 描かれる
30という違いが挙げられる。
 
 
光源氏は藤壺中宮の和歌の上の句を「后言葉」と認識した。それは
漢籍教養をふまえた和歌のことばな
のであって、 漢籍教養の用い方に
おいて、先に見た資料の傍線部㊲「か 鹿を馬 言ひけむ人」と公然と言い放つ弘徽殿大后とは一線を画すものといえ 。「少女」巻において光源氏は、「才をもと してこそ、大和魂 世 用ゐ るる方も強うはべらめ」（「少女」三―二二頁）と述べ、「「才」すなわち漢学で得た基本的諸原理を わが国の実情に合 よう 臨機に応 する知恵才覚を「大和魂」
31」と位置づけて、持論を展開している。光源
氏にとって大切なことは、漢籍教養は前提 して、それをいかに 実情に合うように、臨機に応用 できるかなのであった。清水好子は 藤壺が中国の事まで知っているの 当時の貴婦人とし は異例
32」とす
るが、やはり「后」として、漢籍教養は必須であった い よい
33。
しかし、問題 そ 教養の用い方 のであった。青海波にはじまり、翌朝の贈答という一連 流れは、 光源氏と藤壺中宮との秘められ 想いを交わすこと 物語の主旋律だ いえる
34が、藤壺中宮思慕のなか
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母貴子の血筋という系譜上にある后であり、 その素養はむしろ稀ともいえる。じじつ、彰子は紫式部 『白氏文集』を読ませているが、一層の漢籍教養の習得を望んでいる。
 
 
 
宮の、御前にて、文集のところどころ読ませたまひなどして、さ
㉝
るさま こと知ろしめさまほしげにおぼいたりしかば、 いと のびて、 人のさぶらはぬもののひまひまに、 をとと の夏ごろより、楽府といふ書二巻をぞ、 しどけなながら教へたてきこえさせてはべる、隠しはべり。
 
（『紫式部日記』二〇九～二一〇頁）
 
習得を望む理由は、傍線部㉝「さるさまのこと知ろしめさまほしげおぼいたりしかば」であり、そこから「新楽府二巻」の進講へとつながっていく。この事は、彰子に漢籍教養が皆無であったとは想定できない
22が、「それまで漢詩文教育を受けていなかった
23」ことを示す
と捉えることもできる。また、「一条の知の世界につながる
24」こと
が彰子の習得の原動力となっているとするならば、 后の学問 帝の学問とつながりを持つことを考えさせられ 女性 一般的な教養と后教養とが異 る性質であることもわかってくる。
 
 
しかし、 これまで見てきたように定子に関しては環境発生的な教養
であり、彰子は一条帝の学問が前提 なっている。つまり それは必要不可欠というものでは く、個別的な のであると え そ うえで、 藤原教通の娘生子や狭衣物語の式部卿宮 姫君の例などは后の学問としての漢籍教養を考えるのに示唆的 。
 
 
 
内㉞
大臣殿の御匣殿も、 手書き、 歌よみ、 真字をさへ
、、
書かせたまふ。
御かたちもをかしげに、 御髪もめでたくなんものせさせたまひける。
 
（新編日本古典文学全集『栄花物語三』巻第三十一「殿上の花見」一九五頁）
 
生子は、嫄子女王が後一条天皇への入内の噂が立ったとき、傍線部㉞「内大臣殿の御匣殿も」という形で賞美され、賞美の内実に「真字さへ」と漢籍教養までも備えていると記述される。そもそも生子が入内を考えていた姫君であることを思えば、 ここで 記述は入内にふさわしい、 もっと えば后にふさわしい資質が描き出 ていると解釈できよう。
 
 
同様に、狭衣物語の式部卿宮の姫君も、真名をたしなむ。
 
 
 
姫㉟
君の、真名や仮名やなど、さまざまうちとけて書きたまへる墨
つき、文字様などの、まことに勝れてをかしげな を、うち返しうち返し見たまふにも、思ひしことは叶はぬにはあらずかし、この神山の惑ひは、 めやかにはあるべかりしこと と、思しなす。
 
（新編日本古典文学全集『狭衣物語二』巻四、三二八～九頁）
 
傍線部㉟「真名や仮名やなど」と真名をたしなみ、勝れているという造型は、姫君が後に中宮になること 無縁ではないと思われる。
 
 四、『源氏物語』の后と漢籍教養
 
  
桐壺帝のもうひとりの后、弘徽殿大后も漢籍教養を持つ
25。
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切経読ませたまひ、法文ども御覧じて、いささか女ともおぼえさせたまはぬ御有様なるに 尼にておはしまさんもかばかりの
 
 
御おこなひにこそはあらめなど思しながら、なほ、あいなきことなり、何ごとに障るべきぞなど思しめ けるにや、三月ににはかにならせたまひぬ。
 
（新編日本古典文学全集『栄花物語二』巻第二十一「後くゐの大将」三九四～五頁）
 
脩子内親王の漢籍教養は、傍線部㉚「いみじかりし御筋」として、母定子、祖母高階貴子からの系譜として理解され、「いささか女 もおぼえさせたまはぬ御有様」 と、 女性らしからぬ姿として評されている。『源氏物語』以後の物語作品『堤中納言物語』虫めづる姫君は「帚木」巻の博士の女との影響関係が指摘されている
19。
 
 
 
「鳥毛虫は、毛などはをかしげなれど、おぼえねば、さうざうし」とて、蟷螂、蝸牛などを取り集めて、歌ひののしらせて聞かせたまひて、わ
㉛
れも声をうちあげて、「かたつぶりのお、つのの、あ
らそふや、なぞ」といふことを、うち誦じたまふ。
 
（新編日本古典文学全集『堤中納言物語ほか』「虫めづる姫君」四一
 
一頁）
 
その造型には傍線部㉛にあるよう、 和漢朗詠集に載る白楽天 詩を誦じる姿が与えられ、女性の一般的な姿から外れる様子を描き出す。
 
 三、后と漢籍教養
 
 
 
うつほ物語の朱雀帝の中宮、后の宮は、漢籍教養がある后として造
型されている。
 
 
 
今宵は、后の宮参上り給へり。たはのこれうのゐかひたち、いと多かり。 「かかることあ 」とて、御簾のもとに后の宮おはせば、上は、大将に御目くはせて、みそかに読ませ給ふ。后 宮、「内裏こそ、聞 せ給 ざらめ。講師は、心せよ」と たまへば、え読までとりくひもて候ふ。上、「いと悪き朝臣なりけり。かくな臆せられそ。ただ 言ふ 従ひて読め。これは、誰も誰も読みつべけれど、 そゑに異人の読むまじき由 あれば、 まづ読まするぞ」とのたまへば 少し高く読む。所々 声にも読む。后の宮、いみじう憎み給ふ。さ
㉜
れど、いとよく聞こし召す。異人は、え聞き
知らず。
 
 
 
 
 
 
（室城秀之『うつほ物語全改訂版』 「蔵開・中」五四八頁）
 
朱雀帝が仲忠に俊蔭の集を読ませていると、そこへ后の宮も参上する。帝の目配せで仲忠が声を低くくする。しかし、傍線部㉜「されど、いとよく聞こし召す」と周囲 女房は理解できないが 后の宮は理解をし、その漢籍教養 知られるのである。
 
 
こうした后の漢籍教養はどのように考えればいいのだろうか。 中宮
定子は、「香炉峰 雪」はじめ、枕草子に幾度とな その漢籍教養が描写され、 清少納言の活躍はじめ一条帝後宮定子サロンは漢籍教養を推奨していたことが認識できる
20。この素養は、これまで見てきたと
おり母高階貴子に由来するものであり、山本淳子氏は、「キサキ史上まれに見る漢文素養の持ち主
21」 と指摘する。 そのことを踏まえれば、
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こには、 定子を主軸とする中関白家凋落が背景にあると考えられている。 こまでで確認できることは、漢籍教養とは女子教育のなかで必須ではないものの、 家庭教育の中で習得することは当然あり得るということ ある。『源氏物語』の示す価値観は、「才がる」ことへの批判であり、これは『紫式部日記 とも共通している。また、高階貴子の描かれ方からは、 当時女性 漢籍教養とはめ た ものとも非難の対象ともなり るものであったということである。
 
 
そもそも女性の漢籍教養が非難されるようになるのはいつからな
のか。漢詩文隆盛の嵯峨朝 いうことは考慮すべきだが、 の時期は女性 漢詩が確認できる。姫大伴氏 伝不詳 される人物であるが、女流詩人であり嵯峨朝 人 とされ 『文華秀麗集』に漢詩が載
18。
また、有智子内親王は、次 傍線部㉕に見え とおり、史記と漢書によく通じ あわせて文章を得意 した
 
頗㉕
渉史漢。兼善属文。元為賀茂斎院。弘仁十四年春二月
 
天皇幸
斎院花宴。俾文人
   賦春日山庄詩。各探勒韻。公主探得塘光行蒼。
即瀝筆曰。 （略）天
㉖
皇歎之。授三品。于時年十七。是曰。天皇書
懐。賜公主 忝以文章著邦家。莫将栄楽負
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
煙霞。即今永抱幽貞
意。無事終湏遣歳華。尋賜召文人料封百戸。天長十年叙二品。性貞潔。居于嵯峨西庄。薨時春秋四十一。
 
(新訂増補国史大系『続日本後紀』巻十七・仁明天皇・承和十四年十一月廿六日・二〇一頁
) 
初めて斎院に立った内親王であり、 その漢詩は傍線部㉖に見えるように、嵯峨天皇を感嘆させ三品を授けられている。
 
 
醍醐天皇第五皇女の勤子内親王は、倭名類聚抄を編纂させている。
 
 
 
倭名類聚抄ハ、朱雀天皇ノ朝、能登守源順ガ撰スル所ナリ、初メ醍醐天皇第四ノ皇女四品勤子内親王、 幼ニシテ叡悟、 箏ヲ善クシ、書晝ニ巧ニシテ、物
㉗
名ヲ討究シ給ヒ、特ニ順ニ命ジテ本書ヲ撰バ
シメ給ヘリ、
 
（「倭名類聚抄
 高山寺本」中田祝夫解説『倭名類聚抄
 元和三年古活
字版二十巻本』勉誠社、一九七八）
 
書画にすぐれることに加え 傍線部㉗「物名ヲ討究」するための辞書を必要とし倭名類聚抄を源順に編ませている。
 
 
藤原道隆三女も、漢籍教養があった。
 
 
 
人㉘
々文作りて講じなどするに、よしあし、いと高やかに定めたま
ふ折もありけり。二位の新発の御流にて、こ
㉙
の御族は、女も皆、
才のおはしたるな
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（新編日本古典文学全集『大鏡』道隆、二五八頁）
 
定子の妹にあたる藤原道隆三女は、 漢籍教養をもつゆえ 傍線部㉘にあるとおり、鼻にかけ、常軌を逸した行動を取っている。ここには、女性の漢籍教養批判が意識させられる。この記述は、先に見た高階貴子の記述に連続するものであり 傍線部㉙「 御族 女 皆、才のおはしたるなり」 と貴子 系譜にあたる女性に対し 批判が現れるといえそうである。 漢籍教養は孫にも受け継がれ、脩子内親王がやはり漢籍教養に長じていた。
 
 
 
かかるほどに、一条院の一品宮、年ごろいみじう道心深くおはしまして、御
㉚
才などはいみじかりし御筋にておはしませばにや、一
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しかばと見えたり。心地にはさしも思はざらめど、おのづからこはごはしき声に読みなされなどしつつ、ことさ びたり。上
㉑
臈の
中にも多かるこ ぞかし。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「帚木」一―八九頁）
 
左馬頭による女性論の総論のなか、傍線部⑲「さるままに真名を走り書きて」と漢籍教養をひけらかすことは、女性のあるべき姿、すなわち傍線部⑳の「たをやか」と対極にあり、「博士の女」といった階級に限らず、傍線部㉑「上臈の中にも多 る ぞかし」とし、非難されている。この「上臈」 は、漢学者高階成忠の娘で 定子 生母となる藤原貴子の可能性が指摘されている
17。貴子は、『栄花物語』に
漢籍教養に長けていた姿が記される。
 
 
 
この中納言殿、才深う、人にわづらはしとおぼえた 人の、国々治めたりけるが、男子女子どもあまたありける、女の、あるがなかにいみじうかしづき思ひたりけるを、 男 せんなど思ひけれど、人の心の知 がたうあやうか れば だ、宮仕をせさせんと思ひなりて、先帝の御時に おほや 宮仕に出し立てたりければ、女
㉒
なれど、真字などいとよく書きければ、内侍になさせた
まひて、高内侍とぞいひける、この中納言殿、よろづ たはれたまひけるなかに、人よりことに心ざしありて されければ、これをやがて北の方にておはしけるほどに 女君達三四人 男君三人出で来た にけ いとどいみじきも に思しながら なほ御たはれはうせざり この御子どもといはれ まふ君達あまたになりたまへど、 なほこの嫡妻腹のを みじきも に思ひき
こえたまへるうちに、母
㉓
北の方の才などの、人よりことなりけれ
ばにや、この殿の男君達も女君達も、みな御年のほどよりはいとこよなうぞおはしけ 。
 
（新編日本古典文学全集 『栄花物語一』 巻第三 「さまざまのよろこび」一四二～三頁）
 
貴子は、家庭教育から傍線部㉒「女なれど、真字などいとよく書きければ」と漢籍に長じ、当時漢籍教養が必要とされた「内侍」になり、藤原道隆と結婚をする。この貴子の血筋ゆえ、藤原道隆の子 も達は「みな御年のほどよりはいと ようなうぞおはしける」とする。子ども達のすぐれている理由 、傍線部㉓「母北の方の才」に求めているのである。しかし『大鏡』 違う見解を示す。
 
 
 
母上は高内侍ぞかし。されど、殿上えせられざりしかば、行幸・
 
節会などには、 南殿にぞまゐられし。 それはまこと き文者にて、
 
御前の作文に 、文奉られ はとよ。少々の男にはまさ てこそ
 
聞こえはべりしか。さやうの折、召しありけるにも、台盤所の方
 
よりはまゐりたまはで、弘徽殿 上の御局の方より通りて、二間
 
になむさぶらひたまひけるとこそ けたま りしか。 古体にはべりや。「女
㉔
のあまりに才かしこきは、もの悪しき」と人の申すな
るに、この内侍、後にはいといみじう堕落せ にしも、その故とこそはおぼえはべ しか。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（新編日本古典文学全集『大鏡』 「道隆」二五八～九頁）
 
傍線部㉔ 「女のあまりに才かしこきは、 もの悪しき」 という言を載せ、貴子が後に堕落するのを漢籍教養という「才」に求めるのである。こ
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ある。男性の学問ではあるものの、家庭教育のなかで女性も習得しえること、ただし男性でさえ披瀝することは慎むべきもの 、まして女性であればなお一層慎重に振る舞わなければならないという姿が伺える。
 
清少納言こそ、したり顔にいみじうはべりける人。さ
⑪
ばかりさか
しだち、真名書きちらしてはべるほども、よく見れば、まだいとたらぬこと多かり。
 
 
 
 
 
 
 
（『紫式部日記』二〇二頁）
 
傍線部⑪に見える「真名書きちらす」という清少納言批判もこうした背景と無関係ではないだろう。つまり、「女 ちが漢字漢文を使わないのは、 使えないというよりは知らないふりをすることが女のたしなみであったにすぎない
14」のである。じじつ、女性と漢籍教養の実態
とは紫式部 周囲の女房の言動に見えるようなものでも っ ようだ。
 片つかたに、 書ども、 わざと置き重ねし人もはべらずなりに 後、手ふるる人もことになし。それらを、つれづれせめてあまりぬるとき、 ひと ふ つひきいでて見はべるを、 女房あつまりて、 「お
⑫
まへはかくおはすれば、御幸ひはすくなきなり。なでふをんな真名書は読む。むかしは経読むをだに人は制しき」と、しりうごちいふを聞き べるにも、物忌みける人の、行末いのち長かめるよしども、見えぬためしなりと、いはまほしくはべ ど、思ひくまなきやうなり、こと たさもあり。
 
 
（『紫式部日記』二〇四頁）
 
傍線部⑫「なでふをんなか真名書は読む」という非難に見えるよう、積極的に享受するものではないというのがおそらくは標準的なものであり、それゆえに「おまへはかくおはすれば、御幸ひはすく きなり」といった俗信のよう までもがあったのであろう。『源氏物語』に目を転じると、「帚木」巻に「ある博士の娘」が描かれ、高い教養によって公私にわたり男を支える健気さ 、 そ 高い教養すなわち漢籍教養が男の愛情を削ぐ。
 
 
 
声もはやりかにて言ふやう、『月ごろ風
⑬
病重きにたへかねて、極
⑭
熱の草
⑮
薬を服
⑯
して、いと臭きによりなむえ対
⑰
面賜らぬ。目のあた
りならずと 、さるべからむ雑
⑱
事らはうけたまはらむ』といとあ
はれにむべむべしく言ひはべり。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「帚木」一―八七頁）
 
傍線部⑬から⑱の漢語によって埋め尽くされた言葉遣いが、 女の形象となって、「玉の御櫛」のいう「女のいふべき詞にあらざる
15」と批
判の対象となっているのである。この「ある博士の女」のモデル 紫式部を想起する考え
16もあることを踏まえると、先にみた「才がりぬ
る」ことに対する批判と『源氏物語』 「才がる」女性へ 批判は同じ価値観の上 あると考えることもできる。 ある博士の女」 よって『源氏物語』に提示されたのは、女性 漢籍教養とは決してひけらかすべきものではないというこ であった。そ ことは、次の記述からも確認ができる。
 
 
 
さ⑲
るままには真名を走り書きて、さるまじきどちの女文に、なか
ば過ぎて書きすすめたる、あなうたて、この人のた
⑳
をやかならま
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あり
７
、また他作品にも見られない。玉上琢彌は「平安時代で皇后は、
中国語中国文学中国知識を必修とした
８
」として漢籍教養を后の学問
として必修のものと指摘し、藤井貞和は、「后たるにふさわしく教育されている人
９
」とし、島田とよ子が、「かやうの方さへ」の「さへ」
に着目しながら「理想の后像は、巾広い知識の所有者であ
10」とす
る。これらの指摘を踏まえれば、后の教養には漢籍教養が含まれるということ なる であろう。しかしながら、平安期の女子教育において漢籍教養はむしろ消極的な習得態度こそ 一般的といえる。また、『源氏物語』 は漢詩文を意識 に避ける態度を有するこ も明らかにされている
11。
 
「かやうの方さへたどたどしからず」 「他の朝廷まで思ほしやれる」
「御后言葉のかね 」と光源氏 評 る藤壺中宮 造型を、『源氏物語』が描く后 素養という観点から考えてみたい。
 
 二、女性と漢籍教養
 
  
平安期の后がね教育および女性の教育実態には、 村上天皇の宣耀殿
の女御の例が挙げられる。
 
 
 
『一つには御
⑤
手を習ひたまへ。次には琴
⑥
の御琴を、人よりことに
弾きまさらむとおぼせ。 さては古
⑦
今の歌二十巻をみな浮かべさせ
たまふを御学問 せさたまへ』となむ聞えたまひけると、聞しめしおきて、
 
（新編日本古典文学全集『枕草子』第二一段「清涼殿の丑寅の隅の」
五四頁）
 
傍線部⑤「御手」、傍線部⑥「琴の御事」、傍線部⑦「古今の歌二十巻」とすなわち、「書・音楽・和歌」 三つが女性の習得すべき教養とされる記述である。ここに漢籍教養はない。また 当時の女性の教養は「家庭で教育を受ける
12」ことによって習得されることから、漢
籍教 を備える女性とは、 漢学者の娘などが相当するということになる
13。漢学者藤原為時の娘紫式部は次のように漢籍教養の習得を語
る。
 
 
 
この式部の丞といふ人の、童にて書読みはべりし時、聞きならひつつ、かの人はおそう読みとり、忘るるところをも、あやし までぞさとくはべりしかば、書に心入れた 親は、「口
⑧
惜しう、男
子にて持たらぬこそ幸ひなかりけれ」とぞ、つねに嘆かれはべりし。それを、「をの だに才
⑨
がりぬる人は、いかにぞや、はなや
かならずのみはべるめるよ」と、やうやう いふも聞き めて後、一
⑩
といふ文字をだに書きわたしはべらず、いとてづつに、あ
さましくはべり
 
（新編日本古典文学全集『紫式部日記』二〇九頁）
 
漢籍の習得に伴い父からは、傍線部⑧「口惜しう、男子にて持たらぬこそ幸ひなかりけれ」と、長じる姿をかえって嘆かれている。すなわち漢籍教養とは基本的に男性が習得す 学問であることや男性であっても傍線部⑨ 「才がりぬる」 こと 敬遠すべきことであ ことから、傍線部⑩「一といふ文字をだ 書きわたし べらず」と、女性とし漢籍教養を披瀝することはよしとされなかったことが知られるので
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つとめて中将の君、 「いかに御覧じけむ。世に知らぬ乱り心地ながらこそ。
 
もの思ふに立ち舞ふべくもあらぬ身の袖うちふりし心知りきや
 
あなかしこ」とある御返り、目もあやなりし御さま容貌に、見たまひ忍ばれずやありけむ、
 
（藤壺中宮）「か
①
ら人の袖ふることは遠けれど立ちゐにつ
けてあはれとは見
 
おほかたには」と るを、限
②
りなうめづらしう、か
③
やうの方さへ
、、
たどたどしからず、他の朝廷まで
、、
思ほしやれる、御后言葉のかね
ても、 とほほ笑まれて、 持経のやうにひきひろげて見ゐたまへり。
 
（新編日本古典文学全集『源氏物語一』「紅葉賀」三一三～四頁
１
）
 
光源氏は、藤壺中宮への思いを、物思いで立ち舞うことはできそうにもない身で袖を打ち振った心をお分かりになりましたか―― 青海波に自らの思いを込めていたことを明かす。一方の藤壺中宮も、目を奪うほどの光源氏の麗しかった姿からか返歌し、 唐土 人が袖ふるいう故事は疎いですが、 あなたの所作につけてすばらし と拝見しましたと詠んだ。まず は、藤壺中宮から返歌があったことを傍線部②「限りなうめづらし」とする
２
。そして、傍線部③「かやうの方
さへたどたどしからず、他 朝廷ま 思ほしやれる、御后言葉のかねても」と「ほほ笑」み、「持経 やうにひきひろげて」見 めるのであった。ここで光源氏は、藤壺中宮 和歌の波線部①を付した上の句に対して「かやうの方さへたどたどしからず」と思う。こ 「 やう
の」については、『細流抄』が「此楽は唐の楽とも能分別し給を云也誠に后なとに立給したちと源の思給也
３
」 と
注し、青海波がもとは唐の楽であることを知る藤壺中宮の素養に立后する下地を見出し、『花鳥余情』は、「ことに青海波は唐楽なれは左右の楽 わけめをさへしらせ給て唐人 袖ふるとはよみ給へる
４
」 と藤壺中宮が青海波
は唐の楽すなわち左方であることまで知り得ていることとする。しかし がら「他の朝廷まで
、、
思ほしやれる」と
いう表現を重視すれば、『源氏物語評釋』の次 指摘が妥当だと判断される。
 
上④
にいへるごとくこの靑海波の曲の起源の古事をさ
へしろしめしてたど〳〵しからず他朝までおぼしやれるはまことに人の君とあるべき御后がねの御詞ぞとその才學をほめ給ふなるべし花鳥細流などに左右の樂のわけめを知て左は唐樂也 分別し給ふ事のやうに説給へるはいかゞあらん女宮なりともその世 さばかりの事しり給はんは何のめづらしき事かはあるべき猶考ふべ
５
 
唐の楽であることや左右の区別を知るという教養水準ではなく 傍線部④「靑海波の曲の起源の古事をさへしろしめして」、すなわち青海波の故事までも知る「才學」が光源氏によって評価されている であろう。その教養は藤壺中宮礼賛の一部 みならず、「御后言葉のかねても」と、「后言葉」がすでに備わっていると光源氏は諒解するのである。この「后言葉」なる言葉
６
は、『源氏物語』に一例と孤立例で
                                            
*湘南工科大学 学習支援センター 特別講師 
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 A
bstract 
In Genji- Monogatari , em
presses Kokiden-no-Okisaki and 
Em
press Fujitsubo have sound know
ledge about the C
hinese 
classics. A
lthough the culture of the C
hinese classics w
as not 
necessary in the education for general w
om
en in those days, it 
w
as thought to be indispensable for em
press. In this paper, I 
pay attention to Kisaki-Kotoba used by Em
press Fujitsubo, 
and clarify the difference betw
een Kokiden-no-Okisaki and 
Em
press Fujitsubo.  
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要旨：『源氏物語』には、漢籍の教養を持つ后として弘徽殿大后と藤壺中宮がいる。当時の女子教育では、表向き漢籍教養は不要とされる。しかしながら、后の教養としては必須のものとして描かれる。本論では、藤壺中宮に用いられる「后言葉」に注目し、弘徽殿大后と藤壺中宮との違いを明らかにし、とく 藤壺中宮 造型 捉え直した。
 
  
 
キーワード：源氏物語
 
漢籍教養
 
后
 
后言葉
 
藤壺中宮
 
 はじめに
 
 
『源氏物語』「紅葉賀」巻には、光源氏によって「后言葉」を備
えていると評される藤壺中宮が描かれる。しかし、平安時代の一般的な女性教育 照らし合わせると、藤壺中宮が漢籍教養を備えているのはむしろ異質 いえる。このこ を踏まえたうえで、本論では「御后言葉のかねて」 光源氏に評される藤壺中宮の造型を、『源氏物語』が描く后 素養という観点から論じ 。
 
 一、藤壺中宮の「 言葉」
 
 
『源氏物語』「紅葉賀」巻、朱雀院行幸に先立って行われた宮中で
の試楽において、光源氏は頭中将とともに青海波を舞い、翌日 は藤壺中宮に文を贈った。
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